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１２ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう ２０ １ １５ 
人と自然が共生する  躍動と創造の都市 

ま　ち 

市の花　さくら 

市の木　ケヤキ 

市の鳥　キ　ジ 

面　積　1,209.04平方 

海　抜　最高 1,757　（鳥海山八合目付近） 

　　　　最低 　　0　（日本海） 

市役所の位置　東経140度02分 

　　　　　　　北緯  39度23分 

キ 
　ロ 

メー 
トル 

メー 
トル 

時
に
添
い
歴
史
つ
ら
ぬ
き

時
に
添
い
歴
史
つ
ら
ぬ
き

里
を
う
る
お
し
人
を
む
す
ん
で

里
を
う
る
お
し
人
を
む
す
ん
で

子
吉
川

子
吉
川  

海
へ
と
向
か
う
水
の
道

海
へ
と
向
か
う
水
の
道

そ
の
海
は
せ
め
ぎ
あ
う
世
界
へ
ひ
ら
く

そ
の
海
は
せ
め
ぎ
あ
う
世
界
へ
ひ
ら
く

先
人
の
知
恵
に
学
ん
で
今
日
を
生
き
る

先
人
の
知
恵
に
学
ん
で
今
日
を
生
き
る

ふ
る
さ
と
の
四
季
お
り
お
り
に

ふ
る
さ
と
の
四
季
お
り
お
り
に

花
は
ほ
ほ
え
み
風
は

花
は
ほ
ほ
え
み
風
は
薫
っ
て
っ
て

鳥
海
の

鳥
海
の  

山
き
よ
ら
か
に
裾
を
ひ
き

山
き
よ
ら
か
に
裾
を
ひ
き

頂
は
め
く
る
め
く
宇
宙
に
つ
づ
く

頂
は
め
く
る
め
く
宇
宙
に
つ
づ
く

子
ど
も
ら
と
と
も
に
夢
見
て
明
日
を
創
る

子
ど
も
ら
と
と
も
に
夢
見
て
明
日
を
創
る

か
お
か
お

す
そ
す
そ

つ
く
つ
く

い
た
だ
き

い
た
だ
き

由
利
本
荘
市
歌

由
利
本
荘
市
歌

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています

無
火
災
は
地
域
み
ん
な
の
願
い

― 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
１
月
５
日
） 

歳
事
記 

『

小
正
月
』 

　
年
が
明
け
、
七
日
の
「
七
草
が
ゆ
」、

十
一
日
の
「
鏡
開
き
」
に
続
き
、
十
五
日
に

「
小
正
月
」
を
迎
え
ま
す
。 

　
小
正
月
に
行
わ
れ
る
年
中
行
事
の
一
つ

が
「
ど
ん
ど
焼
き
」（
才
の
神
焼
き
）。
村

は
ず
れ
の
道
祖
神
を
祭
っ
た
場
所
に
家
々

か
ら
ワ
ラ
や
門
松
、
し
め
縄
、
書
き
初
め
、

古
い
御
札
な
ど
を
集
め
て
焼
く
火
祭
り
で
、

そ
の
火
で
焼
い
た
餅
を
食
べ
る
と
一
年
の

病
が
除
か
れ
る
と
言
わ
れ
、
左
義
長
と
も

呼
ば
れ
て
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
道
祖
神
は
道
路
の
悪
霊
を
防
ぎ
、
通
行

人
の
安
全
を
守
る
神
様
で
、
ム
ラ
に
進
入

す
る
悪
霊
や
疫
病
を
防
ぐ
「
障
の
神
（
塞
の

神
）」。
こ
れ
に
新
年
の
無
病
息
災
を
司
る

「
歳
の
神
」、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
守
る

「
才
の
神
」
が
習
合
、
そ
の
祭
り
が
ど
ん
ど

焼
き
と
な
り
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
の
祭
り
と
さ
れ
、
炎
が
高
く
上

が
る
と
字
が
上
達
す
る
と
も
言
わ
れ
る
ど

ん
ど
焼
き
で
す
が
、
少
子
化
に
伴
い
、
今

で
は
親
や
地
区
住
民
も
加
わ
っ
て
い
る
所

が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
成
人

の
日
が
第
二
月
曜
日
に
な
っ
て
か
ら
、
ど

ん
ど
焼
き
も
地
域
ご
と
に
異
な
る
日
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
小
正
月
は
農
事
的
要
素
が
強
く
、
よ
り

生
活
に
密
着
し
た
も
の
で
、
こ
の
日
に
松

を
取
り
払
い
、
農
事
始
め
を
祝
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
地
域
の
伝
統
あ

る
風
習
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

（
去
年
一
月
、
矢
島
地
域
元
町
で
） 

（
参
考
／
「
ふ
る
さ
と
散
歩 

―
街
か
ど 

 

に
拾
う
―
」〈
旧
本
荘
市
刊
〉
） 

さ
え 

さ
い 
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有
功
章�

大
友
豊（
大
内
支
団
第
三
分
団
）、
佐
々
木
正�

和（
大
内
支
団
第
五
分
団
部
長
）、
大
友
仁
志�

（
大
内
支
団
第
三
分
団
部
長
）
、
藤
原
正
利�

（
岩
城
支
団
第
一
分
団
部
長
）、戸
賀
瀬
忠
雄�

（
岩
城
支
団
第
二
分
団
部
長
）、
山
本
昇（
大�

内
支
団
第
四
分
団
部
長
）、
佐
々
木
勝
美
（
由
利
支
団
副
支
団
長
）、
佐
藤
正

栄（
鳥
海
支
団
第
一
分
団
分
団
長
）、
小
松
榮（
本
荘
支
団
第
四
分
団
分
団

長
）、
高
野
守（
本
荘
支
団
第
六
分
団
副
分
団
長
）、
佐
々
木
秋
光（
大
内
支
団

第
五
分
団
副
分
団
長
）、真
坂
幸
雄（
本
荘
支
団
第
五
分
団
副
分
団
長
）、三
澤

通（
本
荘
支
団
本
部
分
団
部
長
）、
工
藤
正
一（
岩
城
支
団
第
一
分
団
部
長
）、

小
野
一
広（
東
由
利
支
団
第
二
分
団
部
長
）、
小
松
仁（
東
由
利
支
団
第
二
分

団
）、
梅
津
正
明（
東
由
利
支
団
第
五
分
団
班
長
）、
高
橋
満（
鳥
海
支
団
第
四

分
団
分
団
長
）、
三
浦
弘
美（
矢
島
支
団
第
六
分
団
分
団
長
）、
小
野
功
司（
矢

島
支
団
第
四
分
団
分
団
長
）�

永
年
勤
続
功
労
章
（
四
十
年
以
上
）�

小
野
貞
之
助
（
鳥
海
支
団
第
七
分
団
分
団
長
）、
前
川
　
（
岩
城
支
団
支
団

長
）、
東
海
林
昇
（
大
内
支
団
本
部
副
分
団
長
）�

�

永
年
勤
続
章
（
三
十
五
年
以
上
）�

齊
藤
貞
雄（
大
内
支
団
本
部
分
団
長
）、
佐
藤
良
介（
鳥
海
支
団
第
七
分
団
班

長
）、
齋
藤
金
一（
大
内
支
団
第
二
分
団
分
団
長
）、
佐
々
木
一
博（
本
荘
支
団

第
六
分
団
分
団
長
）�

永
年
勤
続
章
（
三
十
年
以
上
）�

佐
々
木
定
雄（
本
部
分
団
長
）、
石
綿
喜
代
　（
東
由
利
支
団
副
支
団
長
）、
齋

藤
安
雄（
西
目
支
団
本
部
分
団
長
）、
佐
々
木
義
雄（
大
内
支
団
第
六
分
団
副

分
団
長
）、
佐
々
木
強
（
岩
城
支
団
第
一
分
団
部
長
）、
小
松
忠
孝
（
東
由
利

支
団
本
部
班
長
）�

�

永
年
勤
続
章
（
二
十
五
年
以
上
）�

田
口
明
高（
本
荘
支
団
第
六
分
団
部
長
）、
池
田
洋（
岩
城
支
団
第
四
分
団
分

団
長
）、
伊
藤
博（
岩
城
支
団
第
一
分
団
副
分
団
長
）、
畠
山
秋
男（
大
内
支
団

第
五
分
団
部
長
）、
湯
田
欽
一（
岩
城
支
団
第
一
分
団
）、
長
谷
部
和
彦（
本
荘

支
団
第
七
分
団
）、
長
谷
部
太（
本
荘
支
団
第
七
分
団
）、
阿
部
寿
夫（
東
由
利

支
団
第
五
分
団
部
長
）、工
藤
富
治
雄（
岩
城
支
団
第
二
分
団
班
長
）、加
藤
春

雄（
岩
城
支
団
第
一
分
団
）、
佐
藤
義
一（
本
部
分
団
長
）、
小
川
隆
雄（
本
荘

支
団
第
七
分
団
副
分
団
長
）、清
橋
俊
明（
本
荘
支
団
第
一
分
団
部
長
）、佐
藤

新
詠（
鳥
海
支
団
第
一
分
団
班
長
）、
鈴
木
均（
鳥
海
支
団
第
四
分
団
副
分
団

長
）
、
堀
井
久
　（
岩
城
支
団
第
六
分
団
分
団
長
）
、
冨
樫
公
一（
本
部
分
団

長
）、
猪
股
政
和（
本
荘
支
団
第
四
分
団
副
分
団
長
）、
武
田
謙
一（
大
内
支
団

第
一
分
団
副
分
団
長
）、
田
口
渉（
本
荘
支
団
第
五
分
団
部
長
）、
田
口
金
次

（
岩
城
支
団
第
三
分
団
）�
�

永
年
勤
続
章
（
二
十
年
以
上
）�

茂
木
智
昭（
矢
島
支
団
第
五
分
団
分
団
長
）、
加
藤
英
一（
本
荘
支
団
第
六
分

団
班
長
）、
佐
藤
芳
治（
本
荘
支
団
第
七
分
団
部
長
）、
三
浦
九
十
九（
本
荘
支

団
第
七
分
団
部
長
）、
鈴
木
正
悦（
本
荘
支
団
第
五
分
団
部
長
）、
猪
又
正
夫

（
本
荘
支
団
第
一
分
団
班
長
）、小
川
俊
彦（
本
荘
支
団
第
七
分
団
班
長
）、小

川
久
美（
本
荘
支
団
第
七
分
団
班
長
）、
仁
部
義
弘（
本
荘
支
団
第
七
分
団
班

長
）、
齋
藤
実（
本
荘
支
団
第
五
分
団
班
長
）、
佐
々
木
誠
一（
本
荘
支
団
第
七

分
団
）、
佐
藤
勝（
本
荘
支
団
第
七
分
団
）、
鎌
田
明（
本
荘
支
団
第
六
分
団
）、

大
滝
芳
明（
本
荘
支
団
第
七
分
団
）、
大
滝
晃（
本
荘
支
団
第
七
分
団
）、
佐
藤

淳
一（
西
目
支
団
第
三
分
団
班
長
）、
阿
部
和
仁（
東
由
利
支
団
第
四
分
団
分

団
長
）、
小
野
浩
人（
東
由
利
支
団
第
三
分
団
副
分
団
長
）、
村
上
祥
行（
鳥
海

支
団
第
七
分
団
分
団
長
）、
小
沼
衛（
鳥
海
支
団
第
五
分
団
分
団
長
）、
遠
藤

剛（
本
荘
支
団
第
六
分
団
）、
佐
藤
忠（
鳥
海
支
団
第
三
分
団
副
分
団
長
）、

今
田
光
明（
岩
城
支
団
第
三
分
団
副
分
団
長
）、
佐
藤
四
郎（
岩
城
支
団
第
四

分
団
部
長
）、
今
野
隆
行（
岩
城
支
団
第
六
分
団
部
長
）、
嵯
峨
義
秀（
本
荘
支

団
第
三
分
団
部
長
）、
　
橋
信（
西
目
支
団
第
三
分
団
部
長
）、
井
島
弘
記（
本

荘
支
団
第
四
分
団
班
長
）、
遠
藤
久
志（
大
内
支
団
第
二
分
団
班
長
）、
工
藤

功（
大
内
支
団
第
三
分
団
班
長
）、
金
子
勇
人（
本
荘
支
団
第
四
分
団
）�

�

無
火
災
表
彰
（
支
団
・
一
年
）�

由
利
支
団�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
火
災
表
彰
（
分
団
・
三
年
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
城
支
団
第
一
分
団
、
岩
城
支
団
第
六
分
団
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
利
支
団
第
一
分
団
、
由
利
支
団
第
三
分
団
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
内
支
団
第
二
分
団�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
団
長
以
上
の
退
職
者
に
対
す
る
感
謝
状 

（
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
県
消
防
協
会
本
荘
由
利
支
部
長
表
彰
）�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
侃（
本
荘
支
団
副
支
団
長（
副
団
長
格
））、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
・
菅
原
正
一
（
消
防
団
長
）�

”無
火
災
の
ま
ち
“を
願
っ
て
―�

市
消
防
出
初
め
式�

表 

彰�
　
平
成
十
九
年
中
、
市
で
は
二
十
七
件
の
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
に
比
べ
六
件

の
減
少
で
、
由
利
地
域
で
は
無
火
災
を
達
成
し

て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
地
域
別
に
見
る
と
、
減
少
し
た
の

は
本
荘
、
由
利
、
大
内
に
と
ど
ま
り
、
他
地
域

は
前
年
同
数
か
増
加
し
て
お
り
、
決
し
て
手
放

し
で
喜
べ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
市
消
防
本
部
予
防
課
で
は
主
な
出
火
原
因
を

示
し
な
が
ら
、
火
に
対
す
る
わ
ず
か
な
気
の
ゆ

る
み
に
も
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。�

①
例
年
、
出
火
原
因
で
多
い
の
は
「
家
庭
用
ガ

ス
こ
ん
ろ
の
消
し
忘
れ
」
で
す
。
調
理
で
こ
ん

ろ
を
使
う
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
こ
と

で
す
。�

②
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
は
絶
対
に
洗
濯
物
を
乾
か

さ
な
い
。
乾
く
ほ
ど
に
軽
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ

に
落
下
し
た
り
火
が
燃
え
移
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
消
火
せ
ず
に
給
油
す

る
こ
と
も
厳
禁
。
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
ふ

た
が
し
っ
か
り
締
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
漏
れ

た
灯
油
に
引
火
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。�

③
雪
消
え
後
の
三
月
下
旬
か
ら
五
月
の
連
休
過

ぎ
に
か
け
、
枯
れ
草
焼
き
や
た
き
火
を
し
、
建

物
や
林
野
に
延
焼
す
る
火
災
が
毎
年
発
生
し
て

い
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
す
る
時
季
の
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

④
家
電
製
品
の
電
源
コ
ー
ド
が
発
熱
し
、
出
火

原
因
と
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

電
源
コ
ー
ド
を
敷
物
の
下
で
圧
迫
し
た
り
、
極

端
に
折
り
曲
げ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
タ
コ

足
配
線
は
や
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
も
定
期
的

に
掃
除
を
ー
。�

　
火
災
の
恐
怖
は
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
。
家
庭

で
も
地
域
で
も
、
一
人
一
人
が
火
の
取
り
扱
い

に
気
を
配
り
、
日
ご
ろ
か
ら
声
を
掛
け
合
っ
て

「
火
の
用
心
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
併
せ
て
、

大
切
な
人
命
と
財
産
を
守
る
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
の
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。�

火
災
の
発
生
　
前
年
か
ら
は
減
少�

　
と
き
　
２
月
９
日
　
　
午
後
２
時
〜
開
演
　

　
と
こ
ろ
　
秋
田
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル�

�

　
内
容
　
講
演
▽
「
北
海
道
南
西
沖
地
震
に
遭

　
遇
し
て
」
講
師
／
水
中
写
真
家
　
中
村
征
夫�

　
さ
ん
、
特
別
演
技
▽
ま
と
い
振
り
、
女
性
消

　
防
団
員
の
意
見
発
表
な
ど  

※
入
場
無
料�

�

　
問
い
合
わ
せ
先
　
県
消
防
協
会
（
　
０
１
８

　
―
８
６
７
―
７
３
２
０
） 

（土）�

「
秋
田
の
消
防
を
考
え
る
県
民
の
集
い
」�

　
今
年
一
年
の
無
火
災
を
願
う
新
春
恒
例

行
事
・
市
消
防
出
初
め
式
が
一
月
五
日
行

わ
れ
、
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
職
務
精

励
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。�

　
式
で
は
、
は
し
ご
車
に
取
り
付
け
ら
れ

た
く
す
玉
が
柳
田
市
長
ら
の
手
で
開
披
さ

れ
た
後
、小
友
保
育
園
児
た
ち
を
先
頭
に
、

各
地
域
の
消
防
団
員
や
市
消
防
職
員
な
ど

約
八
百
人
が
分
列
行
進
。
後
に
は
消
防
車

両
も
続
き
、
集
ま
っ
た
大
勢
の
市
民
が
見

守
る
中
、
市
役
所
前
か
ら
本
荘
文
化
会
館

へ
至
る
道
を
堂
々
と
行
進
し
ま
し
た
。�

　
続
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
柳
田
市

長
が
「
昨
年
は
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、

本
市
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
消
防

団
の
活
躍
が
大
変
顕
著
だ
っ
た
。
い
か
な

る
災
害
に
あ
っ
て
も
迅
速
な
活
動
に
あ
た

ら
れ
る
団
員
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
本
市
は
広
大
で
災
害
も
多
岐
に
わ
た

り
、
消
防
団
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
る
。
消
防
団
に
お
い
て
は
常
に
住

民
の
付
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
市
民
生

活
の
安
全
確
保
に
な
お
一
層
の
尽
力
を
賜

り
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
畠
山

勉
消
防
団
長
が
、「『
自
ら
の
地
域
は
自
ら

の
手
で
守
る
』
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神

の
も
と
、日
ご
ろ
か
ら
訓
練
を
積
み
重
ね
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
協
力
し
合
っ
て
地

域
連
携
の
要
と
し
て
、
地
域
の
安
全
・
安

心
の
た
め
に
ま
す
ま
す
活
躍
し
て
ほ
し

い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
消
防
団
活
動
に
長
年
尽
力

し
た
団
員
や
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員
な
ど

に
対
す
る
表
彰
も
行
わ
れ
（
下
段
参
照
）、

参
加
し
た
団
員
た
ち
は
、
消
防
団
活
動
の

よ
り
一
層
の
充
実
と
無
火
災
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。�

（
県
知
事
表
彰
・
無
火
災
）
※
敬
称
略�

日
ご
ろ
の
注
意
が
肝
心�！�
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平
成
二
十
年
の
仕
事
始
め
に
あ
た
り
、

柳
田
市
長
は
全
職
員
へ
次
の
よ
う
に
訓
示

し
ま
し
た
。�

　
皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。�

　
年
も
明
け
、
昨
年
は
由
利
本
荘
市
に
と

っ
て
大
変
い
い
年
で
あ
っ
た
な
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。�

　
人
間
で
例
え
れ
ば
、
本
市
は
、
こ
の
三

月
で
満
三
歳
に
な
り
ま
す
。
「
三
つ
子
の

魂
、
百
ま
で
も
」
と
い
い
ま
す
が
、
三
年

と
い
う
の
は
非
常
に
貴
重
な
と
き
で
あ
り
、

魂
の
入
る
と
き
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
市
政
も
順
調
に
進
ん
で
き
た

と
い
う
よ
う
に
感
じ
ま
す
。�

　
今
年
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
風
が
吹
く
と
は

思
い
ま
す
。
こ
の
三
年
間
の
経
験
を
も
っ

て
す
れ
ば
、
財
政
難
を
は
じ
め
種
々
あ
る

問
題
を
解
決
す
る
力
が
、
皆
さ
ん
の
中
に

あ
る
わ
け
で
す
の
で
、
そ
の
力
を
ぜ
ひ
発

揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
今
年
の
箱
根
駅
伝
を
見
て
、
皆
さ
ん
ど

の
よ
う
に
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
。
頑
張
っ

て
、
頑
張
り
抜
い
て
、
そ
の
タ
ス
キ
の
重

さ
と
い
う
も
の
を
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
倒

れ
て
は
な
ら
な
い
と
必
死
な
思
い
で
継
ぐ

駅
伝
の
姿
を
見
て
、
私
た
ち
市
役
所
職
員

も
駅
伝
の
気
持
ち
で
、
誰
か
一
人
が
倒
れ

た
ら
、
も
う
市
が
お
し
ま
い
だ
、
そ
れ
が

た
め
に
私
は
頑
張
る
ん
だ
と
い
う
意
志
を

持
た
な
く
て
は
、
い
い
市
は
つ
く
れ
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。�

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
、
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
わ
け
で
す
の
で
、
と
に
も
か
く
に
も

そ
う
い
う
姿
勢
で
頑
張
っ
て
勝
ち
抜
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
職
場
の
一
致
団
結
な
く
し
て
は
、
い
い

市
役
所
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
総
合
支
所

は
、
本
庁
と
少
し
か
け
離
れ
て
は
い
る
だ

ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
距
離
の
話
で

あ
っ
て
、
気
持
ち
は
本
庁
と
総
合
支
所
と

が
一
体
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
庁
、
総
合
支
所
、
市
役
所
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
、
こ
の
二
〇
〇
八
年
、
区
切
り

の
い
い
平
成
二
十
年
で
す
か
ら
、
な
ん
と

か
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
年
一
年
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
一

緒
に
働
け
る
こ
と
を
喜
び
な
が
ら
、
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
申
し
上
げ
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。�

一
致
団
結
し
て
克
服
を�

―
仕
事
始
め
の
市
長
訓
示（
概
要
）―�

さ
ま
ざ
ま
な
問
題�

　神社境内では、若衆たちが担いできた餅やミカン
が、観客へ振る舞われます。参拝した若衆たちと同
じように縁起物を手にして、今年一年の安全祈願の
成就にあやかり、喜び合いませんか。�
　時　間　各団体の水ごり　午前７時３０分～�
　　　　　　〃　　宿出発　　　８時ころ～�
　　　　　　〃　　神社到着　　９時ころ～（予定）�
　内　容　白鉢巻きと白腹巻き、白足袋にわらじ掛
　けといういでたちの若衆たちが「ジョヤサ、ジョ
　ヤサ」の掛け声で新山神社を目指します。�
　参加団体　大浦、砂子、今町、上町、石脇中町、
　新町、三軒町、緑町、小林工業（株）の９団体�
　駐車場　新山小学校・石脇体育館・郷土資料館の
　各駐車場をご利用ください。�
※詳細は市のホームページでもご覧いただけます。

問い合わせ先　市観光協会本荘支部（　24－6349）�

１月20日（日）は�１月20日（日）は�

　　　時　間　午後２時～�
　　　ところ　有鄰館�

　　　時　間　午後２時～�
　　　ところ　環境改善センター�

■内　容　市長の講話、質疑応答など�
■問い合わせ先　市広報広聴課（　２４－６２３７）��
※他地域の開催予定につきましては、今後順次ご案内します。
　なお、矢島地域については終了いたしました。

■１月29日（火）東由利地域�

■１月31日（木）大内地域�
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ど
の
ほ
か
、
ど
な
た
で
も

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

１
月
28
日
㈪
ま
で
、
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
本
荘
支
所
（
☎
24
―
３
６

　

３
４
）

▽
と
き　

２
月
３
日
㈰

　

①
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、

　

②
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
西
目
公
民
館
「
シ
ー
ガ
ル
」

▽
内
容　

① 

『
食
文
化
あ
き
た
考
』

　

講
師
／
無
明
舎
出
版
舎
主 

安
倍

　

甲
さ
ん
、 

② 

『
菅
江
真
澄
の
見
た

　

か
ま
く
ら
行
事
』
講
師
／
フ
リ
ー

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

永
井
登
志
樹

　

さ
ん

▽
受
講
料　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
生
涯
学
習
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
０
１
８
―
８
６
５
―

　

１
１
７
１
）

　

人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る

た
め
、
無
料
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
と
き　

１
月
23
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

市
子
吉
出
張
所

▽
と
き　

２
月
５
日
㈫　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時
（
二
会
場
と
も
）

▽
と
こ
ろ　

矢
島
福
祉
会
館
、
市
社

　

会
福
祉
協
議
会
西
目
支
所

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
地
方
法
務

　

局
本
荘
支
局（
☎
22
―
１
２
０
０
）

▽
と
き　

２
月
３
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

ト
ピ
コ
会
議
室
（
秋
田

　

駅
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
デ
パ
ー
ト
３
階
）

▽
内
容　

○
不
動
産
の
権
利
（
相
続

　

・

売
買
･
住
所
変
更
な
ど
）
に
関

　

す
る
登
記　

○
表
示
（
新
築
・
取

　

り
こ
わ
し
な
ど
）
に
関
す
る
登
記 

　

○
商
業
・
法
人
（
役
員
変
更
）
に

　

関
す
る
登
記
○
供
託
、
戸
籍
・
国

　

籍
、
成
年
後
見
、
人
権
擁
護
（
近

　

隣
問
題
）
関
係
な
ど

※

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

　

す
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
地
方
法
務

　

局
総
務
課
安
斎
さ
ん
（
☎
０
１
８

　

―
８
６
２
―
６
５
３
１
）

　

企
画
展
展
示
替
え
の
た
め
、
１
月

21
日
㈪
〜
２
月
８
日
㈮
、
全
館
休
館

し
ま
す
。
次
回
の
企
画
展
「
由
利
本

荘
ひ
な
街
道
展
」
は
２
月
９
日
㈯
か

ら
開
催
の
予
定
で
す
。

　

特
定
の
産
業
に
適
用
さ
れ
る
４
つ

の
「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
る
事
業
所
で
あ
っ
て
も
、
18
歳

未
満
、
65
歳
以
上
、
雇
い
入
れ
後
６

カ
月
未
満
で
技
能
習
得
中
の
労
働
者

な
ど
は
秋
田
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
労
働
局
賃

　

金
室
（
☎
０
１
８
―
８
８
３
―
４

　

２
６
６
）

　

市
・
県
民
税
第
４
期
分
と
国
民
健

康
保
険
税
第
７
期
分
の
納
期
限
（
口

座
振
替
日
）
は
１
月
31
日
㈭
で
す
。

口
座
振
替
納
付
の
方
は
、
預
金
残
高

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
収
納
課
（
☎

　

24
―
６
２
５
６
）

　

申
請
さ
れ
る
農
家
の
方
は
、
関
係

書
類
を
ご
持
参
の
う
え
、
指
定
日
に

会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
受
付
・
交
付

◎
東
由
利
地
域
／
東
由
利
総
合
支
所

・

申
請
受
付　

１
月
28
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

・

免
税
証
交
付　

３
月
10
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

◎
矢
島
・
鳥
海
地
域
／
紫
水
館

・

申
請
受
付　

１
月
31
日
㈭

        　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

        　
午
後
１
時
〜
３
時

・

免
税
証
交
付　

３
月
13
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

◎
前
記
以
外
の
地
域

　
　
　
　

／
由
利
地
域
振
興
局
庁
舎

・

申
請
受
付　

２
月
４
日
㈪
、
５
日

　

㈫　

午
前
10
時
〜
正
午
、

         

午
後
１
時
〜
３
時

・

免
税
証
交
付　

３
月
18
日
㈫
、　

　

19
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午
、

         　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
必
要
書
類　

県
税
課
備
え
付
け
の

　

申
請
書
類
一
式
、
使
用
者
証
、
印

　

鑑
、
耕
作
証
明
書
、
県
証
紙
四
百

　

円
分
、
誓
約
書
、
機
械
の
購
入
証

　

明
書
、
軽
油
の
納
品
書
、
免
税
軽

　

油
の
引
き
取
り
な
ど
に
係
る
報
告

　

書
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
地
域
振
興

　

局
県
税
課
（
☎
23
―
４
１
０
６
）

　

次
の
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

▽
公
営
住
宅
（
新
築
＝
写
真
）　

　

本
荘
地
域　

４
戸
（
松
涛
）
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▽
公
営
住
宅

　

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
愛
宕
）

　

由
利
地
域　
　

１
戸
（
滝
沢
舘
）

　

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

■
申
し
込
み
期
間

　

１
月
30
日
㈬
ま
で

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

　
そ
れ
ぞ
れ
入
居
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

　
し
く
は
市
都
市
計
画
課
（
☎
24
―
６
３
３

　
４
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課
ま
で
。

　

市
子
育
て
支
援
課
お
よ
び
市
内
認

可
保
育
所
で
は
、
平
成
二
十
年
度
の

保
育
所
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

受
付
期
間
は
１
月
31
日
㈭
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
四
月
か
ら
の

入
所
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
期
間
内

に
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
子
育
て
支
援

　

課
（
☎
24
―
６
３
２
０
）
お
よ
び

　

各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
、
ま
た

　

は
各
認
可
保
育
所

▽
と
き　

１
月
22
日
㈫　

午
後
１
時

　

〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
広
域
交
流
セ

　

ン
タ
ー

▽
説
明
内
容　

自
衛
隊
の
概
要
お
よ

　

び
自
衛
隊
一
般
幹
部
候
補
生
・
２

　

等
陸
、
海
、
空
士

▽
対
象　

平
成
21
年
３
月
に
高
校
、

　

大
学
な
ど
を
卒
業
予
定
の
方
お
よ

　

び
そ
の
保
護
者
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
地
域

　

事
務
所
（
☎
22
―
３
４
７
９
）

※

携
帯
電
話
か

　

ら
も
ご
確
認

　

い
た
だ
け
ま

　

す
。（
Ｑ
Ｒ

　

コ
ー
ド
は

　

下
に
）

　

 

「
ま
り
」
は
昔
か
ら
縁
起
物
と
し

て
、
女
児
の
誕
生
を
祝
い
、
ひ
な
壇

を
飾
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
矢

島
の
旧
家
に
伝
わ
る
、
吊
し
飾
り
の

一
つ
で
あ
る
「
ま
り
」
を
参
考
に
「
ま

り
作
り
」
を
行
い
ま
す
。

　

今
度
の
桃
の
節
句
は
、
手
作
り
の

「
吊
し
飾
り
」
で
ひ
な
壇
を
飾
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

▽
と
き　

２
月
14
日
㈭　

午
前
９
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
郷
土
資
料
館

▽
講
師　

本
荘
て
ま
り
会
の
皆
さ
ん

▽
定
員　

15
人

▽
内
容　

吊
し
飾
り
の
「
ま
り
」
作
り

▽
準
備
品　

昼
食
、
糸
切
り
ば
さ
み
、

　

メ
ジ
ャ
ー
、
玉
ま
ち
針

▽
参
加
料　

千
円
（
材
料
代
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
由
利
地
域
振
興
局
地
域
企
画
課

　
 

（
☎
22
―
５
４
３
２
）、
本
荘
郷

　

土
資
料
館
（
☎
24
―
３
５
７
０
）

▽
と
き　

２
月
15
日
㈮　

午
前
９
時

　

30
分
〜
11
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　

練
セ
ン
タ
ー
（
石
脇
）

▽
定
員　

10
人

▽
受
講
料　

３
千
円（
材
料
費
込
み
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

職
業
訓
練
協
会
（
☎
23
―
５
５
０

　

２
）

※

初
級
〜
中
級
程
度
の
内
容
で
す
。

▽
と
き　

２
月
２
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館
（
講
堂
）

▽
内
容　

豆
ま
き
大
会

▽
参
加
料　

無
料

▽
対
象　

親
と
子
、
祖
父
母
と
孫
な

平成20年１月15日号 広報ゆりほんじょう

■売り払い物品　鋼材（橋桁・高欄）
■予定数量　22.4㌧（計量結果による増減あり）
　　※入札参加資格除外指定があります。
■最低売却価額　１ ㌧当たり　24,000円
■入札説明書、契約条項等を示す日時、場所
　　１月21日㈪～ 24日㈭  午前９時～午後５時
　　市総務部管財課
　　※この期間中に書類の受け取りをされ
　　　ない方は、入札に参加できません。
■物品公開の日時、連絡先
　　１月23日㈬～ 24日㈭  午前10時～午後３時
　　市東由利総合支所建設課（☎69ー2115）
 ■入札日・場所
　　１ 月29日㈫  午前10時　
　　市役所５階第８会議室（入札手続きは午
　　前９時40分までお済ませください。郵
　　送による入札は不可）
 ■入札保証金　免除
　　※別途入札無効事項があります。 
 ■その他　物品搬出期限　２月15日㈮
　　※物品の引き渡しは、保管場所からの
　　　現状渡し（搬出経費、落札者負担）

つ
る



■冬の野鳥観察会
日時　１月26日㈯　午前８時40分
　アクアパル集合、午後２時30分
　同所解散
場所　にかほ市象潟漁港付近と市内
　大堤の野鳥飛来地（市福祉バスで
　移動）
対象　小学生以上（小学３年生以下
　は保護者同伴）
定員　20人　　参加料　無料
持ち物　双眼鏡（持っている人）、
　昼食、飲み物、筆記用具、長靴、
　寒くない服装
申し込み期限　１月22日㈫
問い合わせ先　アクアパル

（☎22－5611）

■フィットネスジム登録講習会
日時　１月27日㈰　午後２時
場所　アクアパル
定員　25人（先着順）
年会費　一般＝3,150円、学生＝1,575
　円（ともに税込み）
※事前に電話などでアクアパルへお
　申し込みください。
問い合わせ先　アクアパル

■環境保全講座「森林と地球温暖化」
　地球温暖化のメカニズムとその影
響について紹介するとともに、温暖
化の原因であるＣＯ２を吸収する森林
の働きなどについて紹介します。ぜ
ひ、ご参加ください。
日時　２月16日㈯
　　　午前10時～ 11時30分
場所　本荘文化会館（地階会議室）
申し込み・問い合わせ先
　本荘公民館（☎22－0900）

■平成20年度「本荘勤労青少年ホー
　ム定期利用サークル」募集します
申し込み　ホーム窓口に備え付けの
　申請書に必要事項を記入の上、２
　月８日㈮午後５時まで申し込んで
　ください。
※営利または特定の政党・宗教活動
　を目的とした利用はできません。
問い合わせ先　本荘勤労青少年ホーム

（☎22－2077）

■南内越アドベンチャースクール主催
　『ホップ・ステップ・キャンパス』
　ミニかまくらづくりやたこ揚げを
行います。防寒の服装で、ご家族・
お友達同士で多数ご参加ください。
日時　１月27日㈰　午後３時～
場所　県立大学前飛鳥大通り
※産学共同研究センター前に、午後
　３時まで集合
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昨
年
四
月
、
㈱
齋
彌
酒
造
店
・
㈱
三
栄

機
械
と
の
産
学
連
携
に
よ
る
純
米
吟
醸
酒

「
雪
の
想
い
で
」
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

麹
を
造
る
工
程
に
は
、
熱
力
学
・
流
体
力

学
の
原
理
を
応
用
し
た
「
真
空
蒸
米
調
湿

技
術
」
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
技
術
を
考
案
し
た
日
向

野
三
雄
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

―

研
究
開
発
で
は
、
ど
ん
な
苦
労
や
楽
し

さ
が
あ
り
ま
し
た
か
？

　

㈱
齋
彌
酒
造
店
の
高
橋
藤
一
杜
氏
と
は
、

真
空
状
態
で
の
蒸
米
の
水
分
加
減
に
つ
い

て
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
伝
統
的
な
酒
造

法
に
飽
き
足
ら
な
い
高
橋
さ
ん
は
、
初
め

て
真
空
乾
燥
し
た
蒸
米
に
触
れ
た
と
き
、

長
年
の
難
題
が
解
け
た
の
で
し
ょ
う
、
晴

れ
や
か
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
社
の
齋
藤
銑
四
郎
会
長
に
は
共
同
研

究
費
の
負
担
で
何
度
か
掛
け
合
い
ま
し
た
。

新
商
品
開
発
の
意
欲
と
投
資
効
果
の
見
極

め
に
悩
ま
れ
な
が
ら
、
私
の
意
を
汲
ん
で

く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

㈱
三
栄
機
械
の
細
矢
育
夫
社
長
は
、
蒸

米
の
真
空
乾
燥
・
加
温
装
置
の
製
作
を
快

諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。
先
端
技
術
に
挑
戦

的
な
細
矢
社
長
に
も
、
こ
の
装
置
は
珍
奇

に
映
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
私
は
思
い
、

「
う
ま
い
酒
が
で
き
た
ら
花
見
に
行
き
ま

し
ょ
う
」
と
細
矢
社
長
を
懸
命
に
鼓
舞
し

た
も
の
で
す
。
苦
労
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
楽
し
い
こ
と
の
連
続
で
し
た
ね
。

―

で
き
上
が
っ
た
「
雪
の
想
い
で
」
の
味

を
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
？

　

他
の
純
米
吟
醸
酒
（
精
米
歩
合
五
〇
％
）

に
比
べ
、
雑
味
が
非
常
に
少
な
い
ス
ッ
キ

リ
感
と
、
二
杯
目
に
つ
い
手
が
出
て
し
ま

う
芳
醇
な
余
韻
が
あ
り
ま
し
た
。
酒
に
弱

い
女
性
に
も
好
ま
れ
る
仕
上
が
り
に
な
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

―

今
後
は
、
ど
ん
な
お
酒
を
つ
く
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
か
？

　

醸
造
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
添
加
し
な
い
、

本
来
の
日
本
酒
で
あ
る
純
米
酒
に
限
り
ま

す
が
、
盃
で
三
杯
も
飲
め
ば
酒
の
味
が
楽

し
め
て
余
韻
も
持
続
す
る
、
け
れ
ど
も
一

合
以
上
も
飲
む
と
逆
に
「
う
め
ぐ
ね
」
と

感
じ
る
酒
を
つ
く
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

適
量
の
酒
は
「
百
薬
の
長
」
で
す
か
ら
。

麹
の
製
造
を
共
同
研
究
す
る

日
向
野
教
授
（
中
央
）
と

杜
氏
の
高
橋
さ
ん
（
右
）

さ
か
ず
き

と
う  

じく
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内容　ミニかまくらを作り、夕暮れ
　に点灯。雪像コンテストも開催。
　テーマは今年の干支『ねずみ』（賞
　品あり）
持ち物　スコップ、移植ベラ、点灯
　用のライターなど
参加費　無料
問い合わせ先　南内越公民館（☎22
　－0316）または冨樫隆夫さん（☎
　22－5198）

■西目保育園「ふれあい保育」
　今回は「豆まきの会」を行います。
日時　２月１日㈮　午前９時40分～ 11時
場所　西目保育園
対象　０歳～３歳の未就園の子ども
　　と保護者
問い合わせ先　西目保育園

（☎33－2022）

■「由利地域市政懇談会」を町内ご
　とに、次の日程で開催します
□１月19日㈯
　午前／上町、大町、吉沢、立井地、
　　　　山本、南由利原
　午後／蟹沢、沢口、中畑、土倉、
　　　　大水口、小友町・神町
□１月20日㈰
　午前／二タ子、黒沢、ゆりが丘、
　　　　明法、後小路、田代
　午後／舘町、蒲田、西上原、小菅
　　　　野、仲町、新上条
□１月26日㈯
　午前／山崎、曲沢、西小路、東町、
　　　　南福田、久保田
　午後／奉行免、町村、馬喰町、堰
　　　　口、天神町、屋敷
□１月27日㈰
　午前／寺田、陳ヶ森、平石、東中
　　　　沢、米山
　午後／飯沢、新屋敷、五十土、山
　　　　王町、森子
問い合わせ先　振興課

（☎53－2112）

■「出前公民館」のお知らせ
　由利公民館では「明るい家庭と住
みよい地域を築くため、講師と職員
が各集落を訪問して学習機会を提供
し、地域における生涯学習の推進を
図る。」ことを目的として出前公民館
事業を行っています。多数ご参加く
ださい。
対象　由利地域住民
期間　３月まで
開催回数　47回

（由利地域の各集落で１回）
講師　歴史、民俗、健康、芸能分野
　ほか多数
問い合わせ　由利公民館

（☎53－2245）

■25日㈮、国指定重要文化財
　「土田家住宅」で防火訓練
　～「文化財防火デー」を前に～
　昭和24年１月26日、世界的な至宝
でもある1300年の歴史を持つ、日本
最古の壁画が描かれた奈良県法隆寺
金堂が焼損しました。消防庁と文化
庁では、文化財を火災や震災、その
他の災害から保護するとともに、国
民一般の文化財愛護思想の普及高揚
を図る事を目的とし、昭和30年にこ
の日を「文化財防火デー」と定め、
全国的に文化財防火運動を展開して
います。
　その後も、平成10年に奈良県の東
大寺戒壇院千手堂、平成12年５月の
京都寂光院の火災では、国の重要文
化財「木造地蔵菩薩立像」が被害を
受けています。文化財の火災は、放
火や周囲の飛び火によるものが多い
という特徴があります。したがって、
文化財の防火は、文化財を管理する
方々だけでなく、地域の住民や消防
など関係機関の協力があってこそ成
し遂げられるものです。

　矢島地域では、１月25日㈮午前９
時半から国指定重要文化財「土田家
住宅」で防火訓練を実施します。内
部見学もありますので、この機会に
防災意識の再確認をしてはいかがで
しょうか。ご近所の皆様にはご迷惑
をおかけしますが、ご協力をお願い
します。　　　　（矢島教育事務所）

◎本荘図書館　☎22－4900
あじさい日記　　　　　　渡辺淳一
東京・地震・たんぽぽ　　豊島ミホ
21世紀仏教の旅
　日本・アメリカ編　　　五木寛之
私訳　歎異抄　　　　　　　親　鸞
中原の虹　第４巻　　　　浅田次郎
東北ふしぎ探訪　　　　　伊藤孝博
るるぶ秋田’07 ～
　　　　　　ＪＴＢパブリッシング
日本ロボット戦争記　1939 ～ 1945
　　　　　　　　　　　　井上晴樹
おやすみ、くまくん　　　　　　　
　　　　クヴィント・ブッフホルツ
わにのスワニーなぞなぞえほん　　
どんなもんだい！の巻　　あべ弘士
まてまてまて　　　　ましませつこ

◎岩城図書館　☎73－3673
目覚めよと彼の呼ぶ声がする
　　　　　　　　　　　　石田衣良
永遠を旅する者　　　　　重松　清
案外、買い物好き　　　　村上　龍
携帯の無い青春　　　　　酒井順子
ゴールデンスランバー　伊坂幸太郎
いっそ悪女　　　　　　　唯川　恵
メリークリスマスおさるのジョージ
　　　　　　　　　　　　　Ｍレイ
マルーシカと12の月　かんのゆうこ
おまじないつかい　なかがわちひろ
なぜ、めい王星は惑星じゃないの　
　　　　　　　　　　　　布施哲治

◎由利図書館　☎53－2121
雪花　　　　　　　　　　　十　和
君空　　　　　　　　　　　美　嘉
ホームレス中学生　　　　田村　裕
いつまでもデブと思うなよ
　　　　　　　　　　　岡田斗司夫
７つのお金で一生困らない！
　　　　　　　　　　　　荻原博子
養老訓　　　　　　　　　養老孟司
追伸　　　　　　　　　　真保裕一
クローズド・ノート　　　雫井脩介
もったいない生活大事典　第１巻～第７巻
　　　　　　　　　　　　　学　研
銀行のひみつ　　　　　　田川　滋

昨
年
の
訓
練
で
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（－39）

（－20）

（－19）

（＋　6）

88,801　人　

42,528　人　

46,273　人　

29,962世帯

　社会保険庁では、ご自身の
年金記録をご確認いただくた
め、皆さまに『ねんきん特別
便』を送付しています。
　『ねんきん特別便』は、社
会保険庁で把握している住所
に送付されますので、住所変
更があった場合は、次の手続
き先へ届出が必要です。
①国民年金加入者…

市役所・総合支所
②厚生年金加入者・厚生年金
　加入者の被扶養配偶者…
厚生年金加入者の勤め先

③年金受給者・上記以外の年
　金未請求者…

社会保険事務所
　『ねんきん特別便』には社
会保険庁が把握しているあな
たの年金記録が記載されてい
ますので、ご自身の経歴など
と照合してください。
　訂正の必要がない方は、同
封の「確認はがき」を投函し
てください。
　訂正が必要な方は、送付さ
れた書類と年金証書を持参の
うえ、社会保険事務所でご相
談ください。
　『ねんきん特別便』は、平
成19年12月から20年10月に
かけて、順次送付されます。

問い合わせ先　秋田社会保険
　事務局本荘事務所（☎24－
　1114）
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佐々木　優　寧ちゃん（宏樹さん）石脇
金　森　優　空ちゃん（ 章 さん）石脇
　　橋　杏　桜ちゃん（ 潤 さん）大鍬町
佐　藤　瑠　奈ちゃん（清治さん）石脇
田　口　竜　空ちゃん（ 豊 さん）薬師堂
藤　井　憂　亜ちゃん（ 篤 さん）石脇
佐々木　愛　良ちゃん（ 薫 さん）石脇
畠　山　紗　妃ちゃん（ 等 さん）一番堰
嶽　石　蕾　杜ちゃん（陽介さん）薬師堂
佐　藤　煌　琉ちゃん（隼人さん）土谷
佐　藤　心　愛ちゃん（和彦さん）土谷
村　上　太　鷲ちゃん（ 彰 さん）大浦
千　葉　琉　汐ちゃん（博喜さん）石脇
齋　藤　翔　馬ちゃん（ 潤 さん）石脇
大　場　聖　馬ちゃん（良樹さん）松街道
鈴　木　大　翔ちゃん（利春さん）万願寺

今　村　莉花子ちゃん（敦子さん）石脇
本　間　空　星ちゃん（ 龍 さん）藤崎
池　田　吏　希ちゃん（正彦さん）石脇
三　浦　　　樹ちゃん（ 良 さん）石脇
工　藤　結　芽ちゃん（佑太さん）藤崎
佐々木　茉　奈ちゃん（ 真 さん）石脇
富　樫　里　久ちゃん（正彦さん）一番堰
齋　藤　周　華ちゃん（良太さん）一番堰
　　橋　心　　ちゃん（ 友 さん）岩城内道川
工　藤　梨　愛ちゃん（ 豊 さん）陳ヶ森
三　浦　瑠　生ちゃん（ 謙 さん）前郷
尾　形　啓　介ちゃん（良子さん）加賀沢
伊　藤　舞　来ちゃん（ 伸 さん）長坂
佐々木　琉　翔ちゃん（靖彦さん）小栗山
伊　藤　希絵流ちゃん（朋貴さん）岩谷町
高　橋　茉　央ちゃん（ 弘 さん）西目町沼田
藤　田　　　翼ちゃん（ 智 さん）西目町沼田
高　橋　歩　夢ちゃん（美貴さん）鳥海町下笹子
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石　川　久　夫さん（89歳）古雪町
工　藤　正　志さん（65歳）荒町
松　田　チサ子さん（78歳）石脇
佐　藤　源　一さん（51歳）石脇
佐　藤　常　雄さん（74歳）石脇
長谷川　茂　子さん（62歳）石脇
小　松　マサ子さん（69歳）古雪町
三　浦　定　江さん（89歳）葛法
土　門　正　哉さん（94歳）御門
鈴　木　武　美さん（80歳）万願寺
佐　藤　光一郎さん（67歳）矢島町荒沢
大　井　ミヨエさん（79歳）矢島町七日町
眞　坂　米　七さん（71歳）矢島町城内
佐　藤　重　　さん（81歳）岩城亀田愛宕町
田　口　寅之助さん（93歳）岩城二古
堀　井　猛司郎さん（79歳）岩城勝手
佐　藤　勇　助さん（73歳）吉沢
木　村　ミ　ヤさん（92歳）川西
前　川　　　　さん（73歳）岩谷町
鈴　木　久　治さん（92歳）大内三川
長谷部　テ　ルさん（98歳）加賀沢
東海林　　　次さん（84歳）岩野目沢
木　島　直三郎さん（78歳）東由利宿
鎌　田　キ　ノさん（94歳）東由利黒渕
佐　藤　ミ　ヤさん（85歳）東由利田代
安　保　フヂミさん（90歳）西目町沼田
　　橋　松次郎さん（90歳）西目町海士剝
眞　坂　　四郎さん（87歳）鳥海町猿倉
小　沼　久　實さん（86歳）鳥海町伏見
小　沼　益　子さん（73歳）鳥海町上笹子
栗　田　亀　吉さん（80歳）鳥海町上笹子

佐藤知泰氏（旧東由利町収入役、元東由利
地域自治区長・東由利舘合）は、12月19日
永眠されました。氏は、平成８年に旧東由
利町収入役に就任以来、合併までの９年間
にわたり町政の円滑な運営にご尽力されま
した。また、平成17年から昨年６月までは
東由利地域自治区長として、市政の発展と
地域自治の推進に貢献されました。59歳。

鈴木榮喜氏（旧本荘市功労者・万願寺）は、
12月20日永眠されました。氏は、昭和50年
から23年の長きにわたり旧本荘市民生児童
委員を務められ、社会福祉の向上と児童の
健全育成に尽力されました。また、平成７
年から９年までは旧本荘市市政連絡員とし
て、地区住民の自治意識の高揚と市政の発
展に貢献されました。平成11年旧本荘市民
生功労者顕彰。75歳。

田口正明氏（行政協力員・西梵天）は、12
月25日永眠されました。氏は、平成13年か
ら由利本荘市行政協力員を務められ、市政
の円滑な推進と住民自治の向上に尽力され
ました。70歳。

平成20年１月15日号 広報ゆりほんじょう

■ 「第43回本荘凧あげ大会」を開催
▷とき…１月20日㈰  午前９時～正午（９
　　時～受け付け、９時50分～開会式）
▷ところ…本荘友水公園（アクアパル河川敷）
▷競技方法…凧は参加者自作とし、あげ糸
　　は危険防止のため100㍍以内。図柄や
　　飛揚状態などを審査し、賞を決定。
▷申し込み…事務局・片村さん（☎22－
　　8037、 ＦＡＸ23－3813）、佐々木さん
　　（☎22－2029）、佐藤さん（☎22－6173）
▷お問い合わせ…事務局・片村さん
■ 「ひなた」参加者を募集します
　引きこもりなど、人間関係に生きづらさ
を感じる若者のつどいです。
▷とき…１月26日㈯  午後１時30分～４時
　　30分　※遅刻・早退お構いなし。
▷ところ…本荘勤労青少年ホーム
▷お問い合わせ…三浦さん（☎23－2192）
■入場無料「スポーツ講演会」開催します
　日頃スポーツに励んでいる方、保護者、
指導者の皆さん、ぜひご聴講ください。
▷とき…２月３日㈰  午後２時～３時30分
▷ところ…アクアパル「多目的ホール」
▷内容…演題：「スポーツと栄養」、講師：
　　アミノバリュランニングクラブ アド
　　バイザー・平元睦子さん
▷お問い合わせ…本荘由利陸上競技協会事
　　務局・鎌田さん（☎23－3357　※午後
　　７時以降）

■一緒にゴスペルを歌いませんか♪
　ゴスペルサークルを結成しました。初心
者大歓迎！まずは見学にいらしてください。
▷とき…１月22日㈫、29日㈫  午後７時～
　　９時（毎週火曜）　 ▷会費…月3,000円
▷ところ…本荘勤労青少年ホーム（音楽室）
▷お問い合わせ…斉藤さん（☎090－3915－
　　4371、メール：yh_gospel@yahoo.co.jp、ブ
　　ログ：http://yhgospel.blog35.fc2.com/）
■新春  唄いはじめ・踊りはじめ
▷とき…１月27日㈰  午後１時～　　　
▷ところ…鶴舞温泉　　▷入場料…無料
▷内容…唄／秋田民謡・津軽民謡（岡本フ
　　キ子）、踊り／日本舞踊・童謡（伝統文
　　化藤蔭流こども教室）
※ 「伝統文化こども教室」は、文化庁から委嘱
　を受けた㈶伝統文化活性国民協会の事業です。
▷お問い合わせ…岡本さん（☎22－2860）、
　　鈴木さん（☎22－0057）
■ 「ほんねが言える会のすすめ方」講座
　ＮＰＯ・地域団体・ＰＴＡなど、会議を
進める立場にある方はぜひご参加ください。
▷とき…２月９日㈯  午前10時～午後３時
▷ところ…遊学舎会議棟（秋田市・日赤病院隣り）
▷参加費…500円（資料代含む）
▷講師…ＮＰＯ法人あきたＮＰＯコアセン
　　ター理事長・小西知子さん
▷定員…30人
▷申し込み・お問い合わせ…ＮＰＯ法人あ
　　きたパートナーシップ（☎018－829－5801）
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　「市民伝言板」は、主
に公共施設で開催するグ
ループやサークル活動、
行事やお知らせにご利用
いただけます。市全域に
お知らせしたい場合にご
活用ください。
■原稿のお申し込みは
　電子メール、ファクシ
ミリ、直接当課に持参の
いずれかにより、掲載を
希望する号の締め切り日
必着で提出してください。
（締め切りは「市民伝言
板」のコーナーに記載）
連絡先（氏名・電話番号
・ファックス番号など）
を必ず明記してください。
■掲載できない場合もあ
　ります
　「営利を目的とする催
し、またはこれに類する
もの」「発行日から３日
以内に開かれる行事」は
掲載できません。紙面の
都合などにより、要点を
抜粋して掲載する場合も
ありますので、ご了承願
います。また、同一内容
の再掲依頼はご遠慮くだ
さい。
■ホームページにも掲載
　されます
　広報紙に掲載された情
報は、紙面をそのまま
データ化し、市ホーム
ページにも掲載されます。
■問い合わせ先
　広報広聴課
　　　　（☎24－6237）




